































































4. 年IHiI [ 2 l!il (5月と1月)行ったらどうか (11司数と時期])
3) 実力テストの大綱決定
職員会議で指摘をうけた問題点を更に審議し，検討を加え，学習指導委員会では年度末の総




教 科 4月下旬 9月--10月
英 三日五【二1 2年 3年 1 fl三
国 i三l五l二1 2ft三 3年 1 i~三
数 '学 2年 l年
理科@社会 な し 2年 31:三




























3 実施Il~fl)l~ 第 2 学年 第 i限~第 3I)l~ 
第3学年 第 11良~第 21坂
4 対象学年及び実施教科・科目
第 2学年 ・R5i.看) 国語，数学，英語
第 3 ヤ:11~ (ilif • !{与・右ー) 国語，英語






ウ. 1問題紙の作成期限は 4)=J 22 E] (j二)とし，その保管は当該教科，で責任をもって行う。
エ.教務lζ よる継続処HH は5/]5~5/17 とし，発表は 5/ 18 とする。
7 結果の処出など











オ. IJ.徒へは 'JHìíHζ 実施，llï i}ii を 1~rl らせておく。(学級主任 ノi Jl.~]は 4/ 18 )
カ.民;j守は!片u!ljとして当該時限の授業担当者が当り，次の表によって行う。
9. 実力テスト実施1寺Ih¥j;IJ及び慌替表 (省 I各)
第 JIJI実力テストは上記の実施，lJlIiiζもとづいて全職員の協力を得て行われた。吏lζ第 2111の
実力テストは 9)cJ 251 1 ()cJ) 第 6 校 11 与をやJ Jlj して，月1科@社会の;f41~]1ζ ついて行われたの
実施のt:忽iは第 1jl]のそれとほぼliJ様であるが，科目の選択調賓とそれに伴う集計処fl1i作業等
にお干の|材質tが感じられた。
t11 3 IJ~]夫力テストは，対象学年が]年生で、あり， I習の内容の総復習として， 1 0 )=J9 1: (Pl) 































4 )読解力 (fMHýll~力) Iζ欠ける。
VI 実力テストの分析{その 2
今年度第 21[]及び1;i'&3 LrTIでの各教科のテストを実施した結果，総合的iζ分析したデータは次の



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































<克ノ]テストの分析 2~> IW 英・ I!Zj.数 2・31f. JfH ・ f-I~
，f;j.IJ rl 受験計数 5;IJ)主1標(}，Iょ) 到達 I~l 標達成 i号数 達成の割合%
一一一ー晶一ー一一一
J1t1 ι 270 60 223 86.3 
I !~l ，!i 1m 88 60 80 90. 9 
n 40 60 39 97. 5 
、i1λ i 270 60 9.6 
数''?1 1行 88 50 7 
:[1- 40 50 r.コ-
、l1三i正 270 50 106 39.3 
クミ，i/ ~ lJLj 88 50 50 56.8 
右 40 50 22 5. 0 
物Jlj!J 立Iごtzi 73 55 7 9.6 
( 2・3:ij:) ({奇 6 55 。 。
イヒ，; 、つJil1午丘l 45 2 J 4.3 
2普 20 55 10.0 
3出 10 55 15 75.0 
生物 i
2右 27 55 2 15. 4 
3肴 13 55 12 4. 4 
一一一一一一一
2寸 56 70 31 5. 4 
:3 iW' 70 13 86.7 
16u tl 
21m 73 70 44 60.3 
3許可 18 60 3 16. 7 
2石 19 70 6 31. 6 
;)芥 60 。 。
Jii ミ 79 60 75 94.9 
政経 I{~j 44 55 2. 3 
ィ日 つ 55 50. 0 
2普 110 50 18 16. 7 
3 ?号 26 50 8 30. 8 
iり:;号、史
3 n百 18 50 3 16. 7 
2右 1 55 3 27. 3 






学 iは基礎的なもの 8害IJと応用的なもの 2害IJの出題にも拘らずは標達成率は極めて低い。生物 I
はIIJN伎の問題であり， 3年生普通科の達成率が良い。倫社は基本的な易しいI1:U題であり， 35f 
生普通科は良いが商業科は{尽く，学科による学力差がみられ，生徒の多除性がわかる。政経は大







2. 1 5:1ミ生についても中学校の総復習ということで， 4月lζ英・ i主1.数を実施したらどうか。





























教fli[îfJ1iJ の一)自の f1UWj~ と，生徒 lζ対する事前指導の徹底が不可欠な要素であると思われるの
で，これを裏づける呉体的万策を実施の要領花盛り込んだらどうか。







o 1 1r~~1ミはやや 11寺 1U]が遅いように思われる。 6 月頃が適当ではないか。( 1年)
o 1 年生刺激の意味からも， 2・3年生といっしょに 4・5月の段階で実施したらどうか。
(I~) 












































iill知!ぷ (ζ 記入出来るよう検，~~tの余地がある。又， 1二q日1考査も併せて考慮すべきであり，通
知lAの改訂の1I与j切に来ているようだ。
<改出案〉
III¥J . jtJ;k .実力テストを記入iJ\来る;iill~JJ表の改訂をしたらどうか。又，発表の人数も JO
名にこだわらずIC，1:';うやすのも一工夫だろう。
6 その他
o Hl科は iだけlζ して日はやらなし ¥0 (fiJD 
。利 l_:i選択の子続はもっと r.)えして合I:1l1的にやったらどうか。(社)



















4月下旬実施 9 )=1ごイヨJ実施 4月下旬 9月下旬 10月j二勾
~.I五1. 数 • I主1.数 7~ 米 英.I主1.数
2 ir. 英.!{~I ・数 英.Il~ ・数 英.I主!・数 fln・村: -)f~ 
31r. !A . Ijz! 1lH・令l: 英.I主1 nl1 .ネ1: うK←











































































。春・秋各 1回 。年1m1 li
2 )実施教科
。3教科 o 5教科 o専門教科(科目)を加える。
3 )対象
。全学年 o 1・2年のみ o普通科・賄業科・看護科
4 )内容


































れば， I実力テスト lζ備えて勉強したかjの問lζ対して， Iちょっとした (30分未満)J 
と[全くしなかったJを合わせると 81.7 % !c:も達している。又，数学だけについての調
査では !ι、っ頃からその準備のための学習をしたかjの間に対して， I 1週間前からJ4.7
%， r 2・3日前からJ17. 2第， 凡な!ヨだけJ17. 25ちであり，意欲の高揚をねらっては
いるものの，極めて不満足な枚況であったことがうかがえる。
イ.実力テストに対しでも常lζ受身の立場で終始し，自ら積極的に立ち向かう気力K富む生
i走の数は少ない。
2. 教師サイドからの問題点:
ア.実力テスト lζ対する教師の意識のアンバランス。学級主任の中には実力テストなのだか
ら，事前の準備なしで受験し，その結果自分の実力を自覚した上で学習に励むのが本来で
あるとの考えを持っているものもおり，生徒への事前指導が不十分であった場合もみられ
-36 -
る。
イ.各教科での1，¥]1出乍!戎上の不統一。教科によっては到達1;擦を70点とするところもあれば，
50点とするところもあり，難易度比統一を欠いた事があげられる。又，教科の特性から従
来行われてきた宿題テストとi司一視して問題の作成をしたところもある。
ウ.実施教科以外の教fliの意識の低さ。問題作成や採点とは無関係な教nilの場合は必然的に
1n日英j心にならさるを得ないだろう。
エ.Tjf.後指導の不徹底。学級主任としては，実施後のデータをもとに，個々の生徒にあiして
はキメのま1かい指導が期待されてはいるものの， 日常の多忙さに妨げられてすー分な指導が
11¥米なかった。
3. 実施計画からみた問題点:
ア.計画自体lζ多面的配慮が起りなかった。年1M]を通して生徒が受験する諸々のテストとの
関連を適切に配慮することに欠りていたため，学年外部テストや進路模試との競合が感じ
られ，又，事前指導iζ対する配慮が足りなかった。吏に，実施から発表までの処理iζ合血
性が足りなかった。
イ.実施後の処理作業の分担l乙適切な配癒を欠いた。作業の分担が偏り，全職員の作業への
参加がト分でなく，従って教師の意識とのアンバランスを生んだと考えられる。
yJJこの問題点lζ加えて， 2ヶ年間の実践の経過の中で， 1職員Iml乙学力向上に対する強い要請が
顕著lζなって米た乙とも見逃がせない。即ち，当校が男女共学になって以来，普通科では年々男
子生徒の数がj首え続けており， 仁級学校への志向の様相も変ってきている。又，商業科や衛生看
護科に於ても例えば就職試験で他校の普通科卒業生と競争しなければならないとか.地元の高等看
護学校の 3年mlJ化が実現したことからくる情勢の変化など，兎l乙角学力の向上が進路との関係で，
さし迫った課題となりつつある現状IcJ照らしてー従来の実力テストを変えなければならなかったの
である。
さて，このような背景のもとに昭和55年度の実力テストは既述の大綱にもとづいて，小委員会で、
具体的な実施計画を作り春・秋各 lilずつ実施された。これは 1・2学年を対象としていずれも
外部テストをやJmし， 3教科(英・国・数)を授業時間の中で行ったのである。
学習指導委員会ではこの新たな実力テスト K関して反省と総括を行なうことにして目下準備中で
はあるが，現在の時点で考えられる今後の課題としては，次のものがあげられる。
1. ねらいを明確にして，キチンとした苅奇計画を作成し，学校の主体性を確立しながら実施
するという方向性が必要であろう。
2 事前指導のあり方についての研究が未だ不十分であり，今後は更に積極的な指導が考えら
れねばならない。
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3 科学的で、忠告;なテータを如何に利用していくのか，学校体制の中で有意義な活用が望まれ
る。
4. 学習意欲のi高揚や学力の向上は教科担任教師だけでなく，学級主任による指導も重要な意
味をもってくると思われるが，今後は特に学級主任の指導のあり方にメスを入れねばならな
し¥0
5 実力テストと進路指導との関係が重要視されるように期待されているのであるが，入学か
らlf.業までのi告Hcどのような関わりを持つべきであるのか，又，学校のトータノレシステムの
中に如何にかかわり得るのかが更に追求されねばならない。
X おわりに
総合1;1]高等学校としての当校が，昭和49年より男女共学校となり，生徒の多様性も増す中でい
くつかの課題を意識しはじめ、 t~dと学資意欲の高揚と'芋力の向上を主要な課題としてとり上げ‘て
から， J旺lζ5年の歳月が過ぎようとしている。
''[:宵指導委員会が!昭和]51年度末にプロジェクトティームを組んでから， 1年後lζは呉体的方策
としての実力テストの大綱が決められ，それを受けて昭和53年度， 54年度と 2ヶ年間の実施を経
て，昭和55年度lとは新たな実力テストの誕生を見たのであるが，乙の新しい内容を持った実力テ
ストについての検討iととりかかろうとしている。
現職における研修の必要性が強く IlJfばれなければならない今日，日常の教師活動の中で常K課
題意識を持ちながら教育実践を続けることは，公教育児たずさわる教師に与えられた責務を果た
す-つの方法でもある。この意味で，当校の学習指導委員会の活動の記録を辿ってみて，このよ
うな形で研修を続けてきた委員の方々の苦労をはじめ，共通理解にもとづく全職員の協力と努力
lζ対して敬意を表しあわせて深く感謝するとともに， 1980年代の高校教育はどうあるべきか，
又，如何にしてそれが可能となり得るのかを絶えず意識しながら実践を続けていきたいと思う。
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